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シホテーアリニ山脈流域の主要樹種分布および種問関係からみた

チョウセンゴヨウー落葉広葉樹混交林の成立機構

沖津 進
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　　Estab［三shme飛t　processes　of　the　Pど1zμs　んorαぎθ1zsごs－deciduous　broad－leaxled　m呈xed　｛brest，

（）ccurril／g　il．1　the　vas｛　areas　of　t｝｝e　contiBerltai　part　or　貧or｛heaster…、　Asia，　　、vas　discussed

claril㌢ing　the　major　tree　species　distribution　and　t1ユeir　ecok）gica［relationship　aiong　t巨e　river

Anyし聖i，　northern　Shlk（）te－Ali！、，　Far　East　Russia．　The　most　promment　featしlre　or　the　tree

distribution　alo1、g　the　river　was　that　∫）61τμ8　120rαど21zsごs　prevailed　on　a　wide　range　rrom　the

upPer重。　the　loweギarea　ofξhe　river．　The　malor　tギee　species翻x1ng　wi重h　P伽sたorαどθ1酪at

a　stand　cha1ミged　along　d／e　river　fro窪［Pどceαノ〔～20θzzsどs　in　｛he　upPer　area　to　the　deciduous

broad　｝eaved　species　in　the　lo㌔ver　area．　T｝陛e　establishrneま、t　pr（）cesses　or匙he∫）∠1z乙乙s／εorα6〔～πsどs－

deciduous　broad－leaved　mixed　forest　、vere　inrerred　from　t｝、e　ecologica三　relat1onship　among

major　species；　t疑e　existence　of　2：）〃τωs　／～orαごεz↓sごs　preven｛ed　the　deciduous　broad－leaved

sPecies　as　well　as　Aわど〔～s　lz（～／）んroZepごs　from　their　preva重ence　in　t｝陛e　fores芝s，　a｝≧d　prぐ）moted　the

establishmel／｛of翔。θαノεεoε1面s　w1t欲、　the　potentially　deciduous　broad－lea、・ed　fores匙areas，

resulting　h、　the　occurrel／ce　of　｛he　P‘ノ3μs　々orαど〔～ηsどs－deciduous　broad－lea、1ed　縦1ixed　f（：）ギests　iR

ほ竃e　conti轟ental　part　or　northeasterr｝　Asia．　The　lack　of　∫）ど1π↓s　んorα‘εrzs‘s　in　ト｛ol〈茎くaido

encouraged　abu！、dant　occurreace　of　Aろεes　sαcんα距ηθπs∠8，　an　ecologically　equivaienl：sPecies

to　！／わどes　割塚）んro♂epどs，　　resulting　in　the　development　of　the　メ1わごes　sαcんα♂ごηθηsどs－Qπθrα6s

ηzoηgoZεcα　mixed　forest　in　Hol〈kaldo．　In　conclusion，　the　tree　species　witl／　abundant

occurrence　i主、　the▽ast　area　such　as∫）ぬμsんorα1θr3皮s　dominated　the　ecologicai　relations｝｝ip

among　major　tree　species，　and　de｛erml！、ed　the　tree　species　co犯positiol〕and　the　distribution

of£he　fbres£s　in　their　dis£ribution　ranges．
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は　じ　め　に

　チョウセンゴヨウP翻ωsんor厩ε1zsls　Sieb．　et　Zucc．

は，日本列島では亜高山域の尾根筋や出汁斜面を中心に

分断，散在分布するのみで，分布量自体もごく少ない（沖

津・百原1997，1998）．しかし，北東アジア大陸部では

沿岸域（朝鮮半島，中国粟北地方，ロシア極東沿海州）

を中心に広範囲で優勢に分布し（Vidakovic　I　991；沖津

1999a），落葉広葉樹と共優占してチョウセンゴヨウー落

葉広葉樹混交林を作るダ（沖津1993，1997；石／［【i996）．

マツ属樹木は一般に乾燥には強いものの耐陰性が低いた

め（Mirov　l　967；Kramer＆Kozlowski　l　979），風倒や

山火事後などの解放地にいち早く進入して若齢林をつく

るが，成熟林の構成要素となって．植生帯を特徴づける樹

種になることは少ない．しかし，一部には，長寿命で大

々木になり，成熟林の構成要素となるものがある．チョ

ウセンゴヨウはそうした構種の一つである．

　北菓アジア大陸部でのチョウセンゴヨウー落葉広葉樹

混交林の成立機構に関しては，生長様式や樹齢，樹木サ

イズからの理解（沖津1993；Okitsu　l　996），あるいは

ギャップ形成を中心とした撹乱履歴に対する応答の検討

（並川・王1996；Ishik撚va　et　al．1999；石川・沖津

2001）など，チョウセンゴヨウの樹種特…性をふまえた更

新動態を中心とする研究が近年精力的になされている．

　いっぽう，チョウセンゴヨウー落葉広葉樹混交林の広

範囲な地理分布をふまえると，主要森林構成種とチョウ

センゴヨウとの混交状況を比較的大きな地理スケールで
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調査し，種牛関係を整理して，その結果から混交林の成

立機構を理解することも必要であろう．その場合，チョ

ウセンゴヨウー落葉広葉樹混交林が広い範囲にわたって

連続的に分窟する地域を対象とすることが望ましい．そ

うした地域の一つとしてロシア共和国沿海州を南北に連

なるシホテーアリニ山脈の流域がある（沖津1993，

1997）．

　シホテーアリニ山脈の流域には，河畔林以外にも，チョ

ウセンゴヨウー落葉広葉樹混交林，エゾマツP融α

ノ伐oe1翻s（Sieb．　et　Zucc．）Carr．一｝・ウシラベAδ1θs

濯ρん1℃卸ls（TrautN7．）Maxim，常緑針葉樹林，グイマッ

ゐαr㍑gη副ど1厩（RupL）Rupr．落葉針葉樹林などが分布

し，中・下流域を中心に，多様な森林景観が出現する（沖

津1993，1997；Grlshin　1995），そのため，チョウセン

ゴヨウと他樹種との種間関係を検討するのに適してい

る．また，この地域は，あまり人乎が加わっていない自

然林がまとまって分布する（Newell＆W｝lson　l　996），

冷温帯域の河川流域では，十分に発達した臼然林がまと

まって分布することは世界的にみても少ない（Rohrig＆

ulrich　l　991；Archibold　1995）．なかでも，山脈北部

を流れるアニュイ川流域には原生状態を保った森林が豊

富に残存している．

　アニュイ川流域の森林植生に関しては，すでに，林冠

優占種に基づいて森林を区分して垂直分布を明ちかに

し，それらの北東アジアの中での植生地理学的位置づけ

を議論した（沖津1997）．アニュイ川流域における森林

分布の特徴は，最上流部を除いて，上，中流部から下流

部にかけての広い範囲でチョウセンゴヨウが最も主要な

森林構成要素となっていることであった．しかし，そこ

では，種間関係に着目したチョウセンゴヨウー落葉広葉

樹混交林の成立機構に関しては十分には検討しなかっ

た．

　本報告では，アニュイ川流域における主要樹種の分布

を明らかにし，チョウセンゴヨウとの混交状況を整理す

る．それらに基づき，種間関係から見たチョウセンゴヨ

ウー落葉広葉樹混交林の成立機構を議論する．最後に，

シホテーアリニ由脈と樹種構成がよく似ている北海道中

央部のトドマッーミズナラ林について，チョウセンゴヨ

ウが欠如するという視点から成立機構を考察する．植物

の命名はVorOshilov（1982）に従った．

　横浜国立大学名誉教授奥田重俊博士には，千葉大学で

フロラ調査実習を20年近くの長い間にわたって担当し

ていただき，植物の生態学，植生学的な見方を直接野外

でご指導願った．私的には，植生学や植物社会学全般に

わたって常にご教示いただいた．記して感謝する．本報

告の基礎となるアニュイ川での野外調査は財団法人然保

護助成基金の助成による「極東ロシアの森林ホット・ス

ポット・プロジェクト」に基づいて行われたものである．

アニュイ川流域におけるチョウセンゴヨウと

主要林冠構成種との混交状況

　1996年6月，アニュイ川最上流部標高650mからア

ムール川合流点近く標高40mまで約3001〈mをゴム

冬．

⑧
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Fig．1．Locat三〇n　of　the　river　Anyui，1、orthem　Sikhote－AllR（Okitsu　1997），　The　arrow　m　the　irlset　figure　shows

　　　｛he　river　Anyui　and　Klユis　Khabarovsk．　Thick　line　in由e｝arge　map　shows　the　Sikhote－Alin　Range，　while

　　　the　thi捌il／e　indicates　the　Anyui　river．　The　altitude　ofMt．　Tardolくi－Yangi　is　2090　m，　the　hlghes亡mountain

　　of　the　S銭くhαe－Alin　range．



175

Tab星e　1．　Occurrence　of　major亡ree　species　iR　three　areas　a｝ong　tl、eギiver　Anyui，

　　　northem　Sikhote－AIin（compiled　frorn　Okitstl　1997）．　A　total　of　I　62　poil〕ts

　　　havlng　well　devebped　forests　were　observed　aiong　the　river　side　slopes　and

　　　l］uvial　terraces．　The　figures　o鳶the　right　or　the　slash　in　the　table　sぬow撫e

　　　total　number　of　the　points　on　which　the　species　occurred，　and　t｝｝ose　on

　　　the　lef芝of　the　siash　show　the　number　of　the　po量nts　having　Pεπμsたorαごelz8どs

　　　within　dユe　total　number　ofthe　points　with　tぬe　species．　Therefore，　for　P加μs

　　　／30rα乞ε几sごs，　the　figures　are三dentical　with　each　other　between　the　slas｝、，

　　　while£or匙he　other　species，　tl、e　figure　on　the　left　of　the　slash　equal乾。　a圭、d／

　　　or　less　thaa　that　6n匙he　rig農t　o12宅he　slash．　The　occurrence　of13θ乙副αcos亡α乙α

　　　mcludes　that　of　Be亡昆♂αerηzα氾6ごa童、dβθ乙μ♂αp♂α古ypんッ♂Zα，　because　these

　　　three　specles　are　sornetirnes　inseparable　only　by　the　observatiorls　from亡he

　　　boat　on　the　river，　but　B庇μZαcos亡αεαapPare鴛tly　prevaiis　among　them．

　　　Likewise　the　frequency　occurrence　of　σ〃7τμsノαpoηご。α　includes　tha£or

　　　しr♂1．7zμs♂αc‘1τごα亡α．

Area Uppe！噛 Midd［e Lower Tota；

Distarlce　（km）

Altitude　（zn）

No，　o｛’PoiRts

　0－100
650－340

　51

100－210

340－130

　59

210－290
130－40

　52

290
650－40
162

Co茎｝ifers

　／＝）ご1Z巴↓S々01．・αごε几8ぎS

　ゐαr㍑9槻θ♂‘1疵

　Plcθαノεgoe1λs‘s

　AδどθS肥Pんroごεμε

Deciduous－broa（嚢eaves
　BθオμZαCO8εα診α

　Qμθノ℃μSηZOlzgoZ‘Cα

　7，lz‘αα1πμアでπsεs

　メIC〔～rノη0配0

　こルη昆Sノαρ0η∠Cα

　∬1・αλ：説μ8ノηαπ4sん昆rlcα

　諏9どαπs濡απ4sん副。α

16／16
星0／43

16／51

3／6

14／40

　0
　0
　0
　0
　0
　0

51／51

8／9

32／34
20／21

48／51

13／13

28／33
玉4／17

｝0／16

8／i5
1／1

16／16

　0
　0
4／4

2／4

1／1

8／21

14／36

8／37

14／42

9／33

83／83　（玉00）

！8／52　（35）＊

48／85　（56）

27／31　（87）

64／95　（67）

…4／圭4（100）

36／54　（67）

28／53　（53）

藍8／53　（34）

22／57　（39）

星0／34　（29）

＊：Percent　occurrence　of　the　points㌔vith∫）ご1zα8たorαε〔～πs‘s　to匙he　totai　points．

ボートで下り，周囲の森林植生を観察する機会を得た

（Fig，　1；沖津1997）．アニュイ川（R．　Anyui）はシ

ホテーアリニ［⊥i脈（Sikhote－Alir1）北部，北緯48．から50

D付近にかけてを北から酉へ流れ，ハバロフスクの北東約

200kmの地点でアムールlll（R．　Alnur）へ注ぐ．金長

は約350kmに達し，シホテーアリ仙山野中でも規模が

大きい河川のひとつである，上流から下流にかけて山岳

部から平野部までを流下するので，地形，植生景観の変

化が大きい．ゴムボートで川下りしながら，両岸の斜面

や河岸段丘上に分布する，比較的成熟した林分について，

出現する主要林冠構成種を目視観察で記録した．一続き

の斜面や尾根などのひとまとまりの地形単位を観察ポイ

ントの単位とした．総観察ポイント数は162である．

　アニュイ川を上流，中流下流部に分け，それぞれで

の主要林冠構成種の分痛とチョウセンゴヨウとの混交状

況を整理した（Table　l）．データとして，総出現ポイン

ト数（スラッシュ右側）および，そのうちでチョウセン

ゴヨウが混交するポイント数（スラッシュの左側）を示

す．チョウセンゴヨウに関してはスラッシュの右と左の

数字は等しくなる．そのほかの樹種については，たとえ

ば上流域のグイマツの場合，全51観察ポイントに対して

43ポイントに出現し，そのうち10ポイントでチョウセン

ゴヨウが混交していることを示す．

　なお，カンパi類βθ亡厩αに関してはチョウセンミネバ

リB就配αcos6αεαTrautv．のほかにダケカンバ＆亡μ忽

ε1覗α1厩Cham．やシラカンバ　β砿認αp彪砂p妙〃α

Sukacz．などがみられたが，これ．らは林冠だけでは厳密

な識別は困難なので，最も多く出現するチョウセンミネ

バリとして一括した，ハルニレとオヒョウ乙η配μs

Zαc∠厩α亡α（Trautv．）Mayrも岡様で，ハルニレとして一

括した．このほかにチョウセンヤマナラシPoρ副醐

むrεηz昆zαL．，ドロノキPoρ認αs　sμαびeoZelzs　Fisch．，ヤナ

ギ類Sα傭spp．，ヤマハンノキAZlzμs／31職磁（Spach）

Trucz．　ex　Rupr．，ケショウヤナギCんosθ1z雄α1m6磁ごノ～）Z乞α

（Pall．）A．　Skvorts．が識別できたが，量的に少なかった

のでTable　Iからは除外した，
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1）上流部

　出現種数が少なく，Table　lでは5種が記録されてい

るのみである．チョウセンゴヨウは16ポイント（31％）

で出現するが，中流部よりも頻度は少ない．針葉樹では

グイマツとエゾマツの2種が51ポイント中それぞれ43

および51ポイン｛・（84，100％）の高頻度で出現した．そ

のほかにはトウシラベがわずかに分布する（6ポイン

ト）．落葉広葉樹はチョウセンミネバリ1種であるが，こ

れは40ポイントの高頻度で出現した．組成的には針葉樹

林域である．

　チョウセンゴヨウと各樹種との混交状況をみると，グ

イマツとは16ポイント中10ポイント（63％），エゾマツ

とは16ポイント全てで混交し，共に高い混交割合を示

す．上流部ではチョウセンゴヨウが分布する場合必ずエ

ゾマツと混交する，

　いっぽう，グイマツ，エゾマツからみると，それらが

出環する場合でもチョウセンゴヨウを含まないポイント

の方がはるかに多い，（それぞれ33および35ポイント）．

これらの樹種は，上流域においてはチョウセンゴヨウと

混交せずに三冠を構成する事が多い．トウシラベは出現

6ポイント申3ポイントでチョウセンゴヨウと混交して

いて，混交割合は高い．落葉広葉樹ではチョウセンミネ

バリが14ポイント（88％）で高い混交率であるが；その

ほかの樹種は分奮しないため混交しない．

2）中流部

　中流部になると落葉広葉樹種が増加し，出現樹種が豊

富になる．チョウセン：ゴヨウは59ポイント中51ポイント

（86％）に増加した．針葉樹では，上流部で頻度の高かっ

たグイマツとエゾマツは頻度が低下し，とりわけグイマ

ツは9ポイントと少なくなる．トウシラベは，逆に，中

流部で出現頻度が増加している．落葉広葉樹ではチョウ

センミネバリが上流部に引き続き高い出現頻度（51ポイ

ント）を示す．その他の落葉広葉樹は申二部で初めて出

現する．アムールシナノキ7丁読αα1πμ1・αzs狛Rtlpr．は33

ポイント（56％）に達する．モンゴリナラQπe17ωs

1ηor己goZlcαFlsch．　ex　Ledeb．は中流部にほぼ限って出

現した（13ポイント）．組成的に見るとチョウセンゴヨ

ウー落葉広葉樹混交林の中心部である．

　チョウセンゴヨウと各樹種との混交状況をみると，

チョウセンミネバリとは出現51ポイント中48ポイント

の高い翻合で混交する，しかし，そのほかの樹種につい

ては，まんべんなく混交するものの，混交割合は概して

低い．エゾマツおよびアムールシナノキとはそれぞれ

32，28ポイントで比較的多いが，混交割合は60％前後に

留まっている．これら以外の樹種についてはチョウセン

ゴヨウが出現するポイントでの混交割合はさらに低い．

チョウセンゴヨウにとっては，中流域ではチョウセンミ

ネバリ以外の樹種は必ずしも恒常的に混交するものでは

ない．また，ハルニレとヤチダモ乃・ακぬμs1ηα1副s1灘r記α

Rupr．の混交割合も低い．

　針葉樹についてみると，グイマツ，エゾマツ，トウシ

ラベ共に，出現ポイントのほとんど全てでチョウセンゴ

ヨウと混交している．中流部では，これらの針葉樹は分

布する場合には普通チョウセンゴヨウと混交する．落葉

広葉樹のチョウセンミネバリ，モンゴリナラ，アムール

シナノキ，エゾイタやAeθrητ01エ。　Maxim．については，

いずれも出現した場合には多くのポインi・でチョウセン

ゴヨウと混交している．これらの樹種も，中流部では多

くの場合チョウセンゴヨウと混交して分布している．

3）下流部

　下流部は中流部に引き続き出現記数は豊富であるが，

中流部と比べると，針葉樹のグイマッとエゾマツがみら

れなくなる．チョウセンゴヨウは52ポイント中16ポイン

ト（31％）と比較的高い頻度を保っているが，中流部よ

りは低下している．トウシラベも，分布はするが4ポイ

ントと頻度は低い．落葉広葉樹ではチョウセンミネバリ，

モンゴリナラは中流部と比べて出現頻度が低下し，事実

上ほとんど三二しない．アムールシナノキは21ポイント

（40％）をたもち，なお頻繁に出現している．それ以外

の4種，エゾイタヤ，ハルニレ，ヤチダモ，マンシュウ

グルミは，いずれも出現頻度が中流部と比べて大きく増

加している．組成的には落葉広葉樹優占域である．

　チョウセンゴヨウと各樹種との混交状況をみると，グ

イマツ，エゾマツは出現しなくなるのでこれらとは混交

しない．落葉広葉樹は全体に混交割合が上昇する．特に

エゾイタやおよびヤチダモとは16ポイント中14ポイン

ト（88％）と高い値を示す．下流部では，チョウセンゴ

ヨウは基本的には落葉広葉樹と混交して分布する．

　他の二種からみると，トウシラベは出現した場合には

必ずチョウセンゴヨウと混交する．落葉広葉樹について

は，それらの出現ポイントのうちでチョウセンゴヨウと

混交する割合は，アムールシナノキ2iポイント中8ポイ

ント（38％），エゾイタヤ3アポイント中14ポイント（39

％）など，いずれもそれほど高くない．下流部では，落

葉広葉樹はチョウセンゴヨウと混交することはむしろ少

ない．

4）主要樹種のチョウセンゴヨウとの混交三舎

　樹種ごとにチョウセンゴヨウとの混交割合をみると

（Table　IのTotal），最も混交割合が高いのはモンゴリナ

ラ（100％），ついでトウシラベ（87％）で，この2種



はアニュイ川流域ではほぼ必ずチョウセンゴヨウと混交

して分布する．そのほかではチョウセンミネバリ（67

％），アムールシナノキ（67％），エゾマツ（56％），エ

ゾイタヤ（53％）などの混交調合が高い．

　いっぽう，グイマツは混交割合が比較的低い（35％）．

これは，チョウセンゴヨウとは分布域を上流部に分けて

いるためである．また，ハルニレ，ヤチダモ，マンシュ

ウグルミも混交割合が低い．これらは基本的に河畔林構

成種のため，チョウセンゴヨウとは分布立地が異なるた

めであろう．

アニュイ翔中流部における主要樹種の種問関係

　チョウセンゴヨウと主要樹種との種間関係をより詳し

く検討するために，最も出現暦数の多い中流域を対象に，

主要樹種の組み合わせ別出現ポイント数を整理した

（Table　2）．対象樹種は極相構成種のチョウセンゴヨウ，

エゾマツ，アムールシナノキ，エゾイタヤ，モンゴリナ

ラである．チョウセンミネバリは対象から除外した．陽

樹i生が高く，完金な極相構成種とは見なせないためであ

る．

　チョウセンゴヨウについてみると，単独で出現（Pk）

するのは51ポイント中2ポイントで，極めて少ない．純

林状の優下林は稀である．エゾマツのみとの混交（Pk・

Pl）が19ポイント，エゾマツ，落葉広葉樹ともに混交す

る場合（Pk－Pj－Ta～Pk－Pj－Ta－Am－Qm）が13ポイント，

落葉広葉樹のみとの混交（Pk－Ta～Pk－Ta－Am－Qm）が

1アポイントである．チョウセンゴヨウは，エゾマツおよ

び落葉広葉樹のいずれとも混交することで成熟林を構成

している．だだし，エゾマツと落葉広葉樹とが共存して

チョウセンゴヨウとの混交林を形作るのは13ポイント

で，その割合は比較的少ない．このことは，エゾマツと

落葉広葉樹とは基本的には分布を分けていることを示し

ている．

　エゾマツについてみると，出現34ポイント中単独で出

現（Pj）するのはわずか2ポイントである，落葉広葉樹

抜きでチョウセンゴヨウのみと混交するのが19ポイン

トで，7割を占める．いっぽう，チョウセンゴヨウ抜き

で落葉広葉樹と混交することはない．エゾマツは落葉広

葉樹と混交する場合（Pk－Pl－Ta～Pk－Pl－Ta－Am－Qm）は

必ずチョウセンゴヨウを伴う．ただし，それは13ポイン

トで，割合は少ない．中流域では，エゾマツが分布する

場合，チョウセンゴヨウと混交するいっぽう，落葉広葉

樹のみとは混交しないといえる．

　落葉広葉樹についてみると，三門現数は36ポイント，

そのうち針葉樹を金く伴わないポイント（Ta，　Am，　Ta・

Am）は6ヶ所のみである．そのほかの30ポイントでは
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Table　2．　Occurrel／ce　ol’malor　five　dimax　tree

　　species　and　their　assortmeど｝t　types　in　the

　　　middle　stream　of　the　river　Anyui，

　　　northem　Sikhote－Alin．Fif亀y　mne　Pom毛s

　　　haVing　at　leaSt　O琵e　O罫罫iVe　tree　SpeCieS　are

　　　dealt　with．　Complled　from　Okltsu（1997），

No．　of　Points

Tree　species
　P11粥s　laorαどθ11sお（P｝く）

　∫）どceαノ〔～εoαz8ごs　（Pj）

　7〃ガααηz召rθη3ごs（Ta）

　ノLcθr　1ηoアτo（Am）

　Q昆εrcωsητoπgo♂εcα（Qm）

51

34
33
17
13

Assortment　type

　Pk
　Pl

　Ta

　Am

Pk－Pj

P豊く一Pj一「ra

Pk－Pj－Qm

Pk－Pj－Ta－Am

Pk－Pl－Ta－Qm

P敦一Pj－Ta－Am－Qm

Pk！ra

Pk一「ra－Am

Plく一「ra－Qm

Pk－Am－Qm
Pk－Ta－Am－Qm

Ta－Am

Tota1

2

2
3

韮

圭9

6
韮

4
｝

玉

3

4
5

1

4

2

59

必ずチョウセンゴヨウが混交している，中流域で落葉広

葉樹が分布する場合，チョウセンゴヨウと混交するのが

基本的な姿である．

種間関係から見たチョウセンゴヨウー

落葉広葉樹混交林の成立機構

　アニュイ川でのチョウセンゴヨウ，エゾマツおよび落

葉広葉樹の種間関係は次のように整理できる．下流部で

は，落葉広葉樹はチョウセンゴヨウと混交することは少

なく，単独で森林を構成することが多い．チョウセンゴ

ヨウは，落葉広葉樹とほぼ必ず混交して分布する．ここ

では，チョウセンゴヨウは落葉広葉樹に排除される傾向

にある．エゾマツはほとんど分布しない．中流部では，

落葉広葉樹は分布しても多くの場合チョウセンゴヨウと

混交し，落葉広葉樹単独で森林を作ることは少ない．こ

こでは，落葉広葉樹によるチョウセンゴヨウの排除が働

かない．エゾマツはチョウセンゴヨウと混交して分布す

る．エゾマツと落葉広葉樹とが混交することは少なく，

さらに，そうした場合でも必ずチョウセンゴヨウが介在
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する．すなわち，エゾマツと落葉広葉樹とは分布を分け

るが，チョウセンゴヨウはいずれとも混交する．上流部

になるとエゾマツの頻度が増加し，単独でも優占林を作

る．いっぽう，チョウセンゴヨウの分布は縮小し，分布

する場合には必ずエゾマツと混交する．

　以上の種聞関係からチョウセンゴヨウー落葉広葉樹混

交林の成立機構をまとめてみよう．中流域において，本

来ならば落葉広葉1選林から直接エゾマツ優円坐へと移り

変わることが期待される領域（沖津1999a）で，チョウ

センゴヨウが介在することによって，落葉広葉樹の分布

が抑制され，チョウセンゴヨウー落葉広葉樹混交林が心

馳する，同時に，エゾマツの分布域がより下流域にまで

拡大する．その結果，本来ならば落葉広葉樹林が優占す

る領域で，実際には落葉広葉樹単独の成熟林は縮小し，

それに代わってチョウセンゴヨウー落葉広葉樹混交林が

卓越し，岡時にチョウセンゴヨウーエゾマツ林も現れる，

同様の森林分布はシホテーアリニ山脈中部の流域にも現

れる　G中心斐1993，2000；Grishin　l　995）．

　以上の成立機甲は落葉広葉樹の湿度分．布から裏づける

ことが出来る．落葉広葉樹とチョウセンゴヨウやエゾマ

ツなどの針葉樹とが同一立地で競合した場合，実生段階

での生長の差などから，針葉樹は競合に敗れて，落葉広

葉樹が優適することが多い（Bond　1989）．したがって，

針葉樹であるチョウセンゴヨウと落葉広葉樹との混交林

が成立するためには，落葉広葉樹の生長が減少し，針葉

樹と競合しても優勢に立地を占拠できなくなることが必

要である。その条件として，生育期間の気温の低下があ

る．成熟林を形成する落葉広葉樹は呼吸速度が低く耐陰

性が高いため，弱い光でもプラスの光合成生産を行うこ

とができるが，そのかわり，光が十分に当たっても最大

光合成速度は低い（小池1988）．そのために，夏の気温

が低下した場合には，プラスの生産を維持するのは難し

くなる．したがって，これらの樹種の分布北限は夏の気

温によって決定される．実際，北棄アジア大陸部でのモ

ンゴリナラやエゾイタヤ，アムールシナノキなどの耐陰

性が高い落葉広葉樹の分布北限はほぼそろっていて

（Ol〈itsu　I995），温董指数35．　C・月線とよく一致する

（渡邊1966）．チョウセンゴヨウー落葉広葉樹混交林は

この分布線を北限として，その南側に分布する
（TateWal＜i　l　958；沖津1993，1999a；GriShin　l　995＞．

　落葉広葉樹の生長が減少した領域では，チョウセンゴ

ヨウは落葉広葉樹とも共存可能で，時として優協調を作

る（Okitsu　l　996；石川1996；Ishikawa　et　al．1999；

石川・沖津2001）．チョウセンゴヨウは，マツ属として

は高い耐陰性をもつ．落葉広葉樹混交林内で自らの大概

木が三内に蓄積し，優劃する．それが枯死することによっ

て比較的大きな林野ギャップを作る．そして，比較的速

い樹高生長により，そこで更新することが可能である

（Okitsu　1996；石川・lll樟2001）．

　中流部では，さらに，落葉広葉樹を殆ど含まないチョ

ウセンゴヨウーエゾマツ林が現れる．エゾマツと落葉広

葉樹とが同一立地で競合した場合，先に述べたように，

針葉樹であるエゾマツは競合に敗れて，落葉広葉樹が優

対することが多い（沖津1999a）．それにも関わらずエ

ゾマツが比較的頻度高く分布出来るのは，チョウセンゴ

ヨウが存在することで落葉広葉樹の分布が制限され，エ

ゾマツの分布可能立地が広がったためである．チョウセ

ンゴヨウとエゾマツとの競合状態になった場合，基本的

には耐陰性の違いからエゾマツ優占林が成立する．しか

し，夏の気温がある程度高い場合，エゾマツと比べて成

長がより旺盛なチョウセンゴヨウはエゾマツと混交し，

共優占することが可能である（Okitsu　l　996；石川1996；

Ishikawa　et　al．1999）．その結果，落葉広葉樹が排除さ

れていることを前提に，チョウセンゴヨウーエゾマツ林

が成立する（沖津1999a）．

　上流部になって夏の気温がさらに低下すると，気温低

下に伴う成長量低下の少ないエゾマツ（沖津1996）が，

高い耐陰性のためにチョウセンゴヨウを凌駕し，優占林

を形成する（Okitsu　et　al．1995＞．

北海道の森林分布との比較

　チョウセンゴヨウの存在が森林分布に及ぼす影響を理

解するために，チョウセンゴヨウを欠く北海道中央部の

森林分布とアニュイ罵流域の森林分布とを比較してみよ

う．

　北海道中央部では下方から上方に向かって，トドマツ

ーミズナラ林，エゾマツートドマツ、4玩θssαcんαZぬθアzsどs

Fr．　Schmidt林，ダケカンバ林，ハイマツP11膨spμ1ηIZα

Regel低木林が森林垂直分布として現れる（Tatewaki

1958；Kolima　l979；伊藤1987；大野1990；沖津

2000，2001など）．このうち，トドマツーミズナラ林は

アニュイ川流域のチョウセンゴヨウー落葉広葉樹混交林

と対比できる（沖津2000，2001）．エゾマツートドマ

ツ林はアニュイ川のエゾマツ優丁丁にほぼ相当する．ダ

ケカンバ林はアニュイ川流域には顕著には分布しない．

ハイマツ低木林はアニュイ川最上流部に分布するグイマ

ッ優占林からグイマツが欠落したものととらえられる

（沖津1987，1999b）．北海道中央部ではダケカンバ林

がエゾマツ優吉林とハイマツ低木林（グイマツ優占林に

ほぼ相当）との間に割り込んでいること，また，グイマ

ッ優占林がハイマツ低木林に置き換わっていることが特

徴である．海洋性気候の影響を受ける北海道では，海洋

性気候条件下でのみ分布するダケカンバ林（小島1994）



が現れ，海洋性気候下での冬季の強風多雪によってハ

イマツ低木林が発達している（沖津1987）．

　北海道のトドマツーミズナラ林を構成する落葉広葉樹

種はアニュイ川流域のものとほぼ共通であるが
（Tatewald　l　958），針葉樹は北海道ではトドマツが主体

で，チョウセンゴヨウ主体のアニュイ川流域とは異なる

（沖津1993，ig97）．北海道のトドマツーミズナラ林の

成立にとって重要なのは，チョウセンゴヨウが分布せず，

その空白域となっていることである（沖津1993），この

ために，相観的には類似する針広混交林でも，チョウセ

ンゴヨウー落葉広葉樹混交林に代わって，トドマッーミ

ズナラ林が分布している．

　この交代は，トウシラベ，トドマツとチョウセンゴヨ

ウの分布生態が類似するために生じたと考えられる．ア

ニュイ川ではトウシラベの分布量は比較的少なく，分布

する場合ほぼ必ずチョウセンゴヨウが混交する．また，

中流部で最も出現頻度が高く，上流部と下流部で減少す

る出現パターンは物種で共通である．すなわち，トウシ

ラベはチョウセンゴヨウと分布生態が類似する．しかし，

分布量自体はチョウセンゴヨウの方がはるかに多い．し

たがって，同一立地でこの2種が競合する場合，チョウ

センゴヨウが優冒し，トウシラベは排除される傾向にあ

ることが伺える．このことは，チョウセンゴヨウが欠如

する場合，トウシラベの分布量が増加する可能性がある

ことを示している．事実北東アジア大陸部では，チョ

ウセンゴヨウが欠如するスタンドでトウシラベの分布量

が増加することがある（Ol〈itsu　et　al．1995；石川1996）。

トドマツはトウシラベと系統分類学的にごく近縁である

（Llu　1971；Farlon　l　990）．そのため，トドマツはチョ

ウセンゴヨウと分布生態が類似し，しかも，仮に同一立

地で競合した場合，チョウセンゴヨウによって排除され

る傾向にある可能性は高い．

　以上のことから，北海道ではチョウセンゴヨウが欠落

するために，それに対応して，トウシラベと近縁種であ

るトドマツの分布量が増加していると理解できる．さら

にミズナラが混交することで，トドマツーミズナラ林が

成立している．モンゴリナラ（ミズナラも含める）は，

アニュイ川では必ずチョウセンゴヨウと混交する．その

ため，チョウセンゴヨウが欠落したスタンドでは，それ

に対応してミズナラが増加する可能性が高い．

　トドマツによる落葉広葉樹の分布の制限はチョウセン

ゴヨウほどには強く働かないと考えられる（Bond

1989；Okitsu　1995；沖津1996）．そのため，北海道の

トドマッーミズナラ林は北東アジア大陸部のチョウセン

ゴヨウー落葉広葉樹混交林と比べて，落葉広葉樹の分布

：量がより多い（沖津1993；1999a）．

179

お わ り に

　以上のように，チョウセンゴヨウが欠如することによ

り，主要樹種の種問関係が北東アジア大陸部と北海道と

で異なっていることが明らかになった．そのため，相観

的には類似する針広混交林でも針葉樹の構成や落葉広葉

樹の分布量が異なる森林が成立している．単純に一つの

樹種が欠如しただけの森林にはならないのである．チョ

ウセンゴヨウのような広範囲で優勢に分布する樹種の存

在は，種間関係に大きな影響を与え，その結果森林の

樹種構成や分布を決定する要となっていると結論でき

る．

摘 要

1．シホテーアリニ山脈北部を西流するアニュイ川流域

　を紺象として，主要樹種の分布を整理すると共にチョ

　ウセンゴヨウとの混交状況を明らかにした．その結果

　に基づいて，種間関係から見たチョウセンゴヨウ優占

林の成立機構を考察した．アニュイ川での樹木分布の

上での大きな特徴はチョウセンゴヨウが広い範囲に

　渡って量的に多く分布し，最も主要な森林構成種と

　なっていることである．

2．アニュイ川での主要林冠構成種の分布とチョウセン

　ゴヨウとの混交状況は，上流部ではチョウセンゴヨウ

　は分布する場合必ずエゾマツと混交する．中流部では

　チョウセンゴヨウの出現頻度は高いが，純林状の優占

林は少なく，エゾマツおよび落葉広葉樹のいずれとも

混交することで成熟林を構成している．下流部では，

　チョウセンゴヨウは落葉広葉樹と混交して分布する．

3．種間関係からチョウセンゴヨウー落葉広葉樹混交林

の成立機構をまとめた．中流域において，本来ならば

落葉広葉樹林から直接エゾマツ優占林へと移り変わる

　ことが期待される領域で，チョウセンゴヨウが介在す

　ることによって落葉広葉樹の分布が抑制され，同時に，

　エゾマツの分布域がより下流域にまで拡大する．その

結果，落葉広葉樹林分布域でも，落葉広葉樹単独の成

熟林は縮小し，それに代わってチョウセンゴヨウー落

葉広葉樹混交林が卓越し，チョウセンゴヨウーエゾマ

　ツ林も現れる．

4，北海道ではチョウセンゴヨウが欠落するために，ト

　ウシラベと近縁種で，分布生態も類似すると考えられ

　るトドマツが増加し，さらにミズナラが混交すること

　で，トドマツーミズナラ林が成立している．

5．チョウセンゴヨウのような広範囲で優勢に分布する

樹種の存在は，種間関係に大きな影響を与え，その結
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果森林の樹種構成や分布を決定する要となっている

と結論された．・
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